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飲茶とインターネット

台湾に行ってきた。「ウマ

い小龍包を食いに！」では

なく、台北にあるミュージア

ムとの仕事があり、現場で

打ち合わせをしてきたのだ。

台湾は、2つの点で興味深

い。まず1つ目は、世界の中でおそらく親日度がもっと

も高いこと。その歴史的経緯や理由はともかく、普通

の日本人観光客のオバちゃんが、街中のレストランでま

ったく遠慮なく「このお店は何がオイシイの？あの人が食

べてるのは何？」と日本語で押し通す光景は、ちょっと

ショックだった。もちろん地元の人々が観光客に慣れて

いるというのもあるだろうが、日本に対するイメージの高

さはこちらが戸惑ってしまうほどだ。仕事先である新聞

社の若い女性は「私たちは日本のトレンディドラマを観

て育っているから、日本人はみんなオシャレな都会的マ

ンションに住んでいると思っているのよ」と笑って話して

くれた。

2つ目は、世界有数のIT先進地域であることだ。

1999年9月に台湾中部で起きた大地震が、パソコンや

ゲーム業界に与えた影響の大きさは記憶に新しい。ま

た、アメリカに目を転じてみると、ヤフー創業者のジェ

リー・ヤンに代表されるような、台湾出身のIT業界成

功者が少なくない。技術系の名門大学であるMIT（マ

サチューセッツ工科大学）は、台湾からの留学生の多さ

に「Made in Taiwan」の略だというジョークもあるほ

どだ。

さて、世界のどこに行っても、私がホテルにチェックイ

ンして最初にやることは、部屋のインターネット接続環境

をチェックすることだ。モジュラージャックを探し、電源

ソケットの形状を確認し、ノートパソコンをつないでみ

る。部屋からの接続がどうしても難しければ、ロビーフ

ロアに下りていってビジネスセンターを探す。こうやって、

イランでもモンゴルでもベネズエラでも、何とか接続を

確保してきたのだ。

今回はアメリカ資本のホテル（シェラトン）だったの

で、あまり心配していなかった。実際、部屋に入って電

話を見ると、本体の横にモ

ジュラーケーブルをつなぐジ

ャックが装備されているタイ

プだった。これなら接続の

たびに抜き差ししなくても済

むので楽なのだ。台北市内

のダイヤルアップ先への接続確認も、東京で済ませてい

る。「これであとは飲茶屋を探すだけだ」と安心した私

だったが、電話の近くに妙な機材があるのに気が付い

た。3センチ四方くらいの黒いプラスチックから、後ろに

ケーブルが伸びている。携帯電話の充電スタンドをイ

メージしていただければいいだろう。

中に書かれた説明を読むと、それは何とLAN接続

用のポートだった。そして、デスクの引き出しには

10BASE-Tの短いケーブルが備品として入っていた。

さまざまな国でネット環境の悪さに苦労してきた私は、

時代の変遷と台湾のIT事情の先進性ぶりに驚きなが

ら、自分のパソコンに必要な設定変更を済ませた。う

まくつながらなかったので、ビジネスセンターに問い合

わせたところ、数分後に技術担当者から電話がかかり、

非常に的確な対応で問題を解決してくれた。

実は、デスク上のアダプターと裏のハブ間のケーブル

がダメだったと判明。その意味ではやや減点だが、結

果的に体感速度512kbpsくらいの高速な常時接続を確

保できたことは、かなり嬉しいサプライズだった。設備

は全室にあり、1日あたり2,000円程度の追加料金を必

要とする。そのホテルでもまだ始めて数か月の新しい

サービスだったようだ。羽田から3時間で着いてしまう

ここなら、仕事も快適にこなしながら、飲茶や夜市を楽

しむことができる。私にとっては、海外出張とホテル滞

在のイメージが大きく変わってしまうような体験だった。

帰国後、興味が湧いたので、東京の有名ホテルの状況

を調べてみると常時接続が全室にあるのは、全日

空 とオークラだけだった。

ますやま・ひろし：メディア環境研究者・プロデューサー。
7月14日から「せんだいメディアテーク」で「テレビゲー
ム展」が開催。メディアテークは建築が必見！
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東京全日空ホテルのインターネットサービス案内
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